
事業所名 放課後等デイサービス Ohana       ⽀援プログラム      作成⽇ 2025 年 3 ⽉ 1 ⽇ 

法⼈理念 ⼀⼈ひとりに寄り添い必要な⽀援を提供し、地域に密着したサービスを⾏う 
ご家族の想いを⼤切に連携し合い成⻑を⼀緒に⾒守る 

⽀援⽅針 ・個性を⼤切に、「できた」を増やし「⾃信」に繋げていく 
・遊びや経験を通して社会性を⾝につけていく 

営業時間 学校休校⽇ 8 時 30 分〜17 時 30 分         
平⽇    13 時 00 分〜19 時 00 分        

送迎実施の有無 有 （送迎範囲に制限あり、応相談） 

⽀ 援 内 容 
本
⼈
⽀
援 

健康・⽣活 ① 健康状態の把握・生活習慣や生活リズムの形成 

毎朝の来所時に子どものその日の体調を本人から確認し、顔色や体温などを観察します。また、保護者からの連絡（ライン）や口頭での情報を受け取り、発熱や咳、鼻水などの症状がないかをチェックします。日中の活動中も体

調の変化に注意し、必要に応じて水分補給や休息を促します。異変があれば速やかに保護者へ連絡し、適切な対応を取ります。排泄に関しては、トイレの時間を決めたり、子どもが自ら行けるよう声かけを行います。遊びや活

動の前後には手洗い・うがいを習慣づけ、衛生管理の大切さを伝えます。                                                                                                                                          

②生活におけるマネジメントスキルの育成 

子ども自身が「今何をするべきか」を考えられるよう、スケジュールや予定を一緒に確認しながら行動を促します。たとえば、遊ぶ時間や片付けの時間を視覚的にわかるようタイマーを使ったり、1 日の流れを絵や写真で示すこと

で、自分で行動を組み立てられるようにします。また、「今日は何をしたい？」と問いかけることで、自分の意見を持ち、それを表現する力を養います。少しずつ成功体験を重ねることで、自主性や自己管理能力の向上を支援しま

す。 

運動・感覚 ① 運動能力の向上・動作の基本的技能の向上 

手先を使う微細運動では、ボールペンの組み立てや、トングを使って色や形を合わせるマッチング遊びを取り入れ、指先の器用さや集中力を高めます。また、全身を使う粗大運動では、跳び箱やマット運動、ボール投げ、バラン

ス遊びなどを行い、筋力や協調性を養います。屋内外での活動をバランスよく取り入れ、楽しみながら体を動かせる環境を整えます。遊具を使った遊びや運動プログラムを通して、体の緊張と弛緩を意識しながら動作を調整する

力を養います。例えば、縄跳びや平均台では、身体のバランスを取りながら動く練習をします。ブランコやトランポリンでは、自分の力で揺れを調整する経験を積み、身体のコントロールを身につけられるよう支援します。                                                         

認知・⾏動 ① 認知の発達と行動の習得・空間、時間、数等の習得 

子どもの認知特性（視覚優位、聴覚優位、体感覚優位など）を理解し、それぞれに合った方法で情報を整理できるよう支援します。例えば、視覚情報が得意な子にはスケジュールをイラストや写真で示し、聴覚情報が得意な子に

は口頭での説明を多めにするなど、個別の配慮を行います。時間の流れを理解するために、タイマーを使ったり、時計の読み方を実際の生活の中で練習します。また、「あと 5分でお片付けしようね」といった声かけを行い、時間

の感覚を身につけられるよう支援します。空間認識については、パズルや積み木遊び、迷路遊びなどを通じて位置関係を理解しやすくします。数の概念については、買い物ごっこや数を数える遊びを通して、自然な形で学べる

機会を提供します。 

⾔語コミュニケーシ

ョン 

① コミュニケーションの基本的能力の向上・言語の受容及び表出 

言葉だけでなく、ジェスチャーや表情を使った意思の伝え方を練習します。例えば、「ありがとう」「ごめんね」などを言葉とともにお辞儀や手の動作で表現するなど、非言語コミュニケーションの力を高める活動を行います。個々の

発達段階に応じた言語支援を行います。発話が苦手な子には、ジェスチャーや絵カード、視覚支援ツールを活用し、伝えたいことを表現できる方法を増やします。                                                                         

② 状況に応じたコミュニケーション 

ソーシャルスキルトレーニング（SST）を取り入れ、場面に応じた適切な会話や行動を学びます。例えば、「順番を待つ」「相手の話を聞く」「お願いをするときの言葉遣い」などをロールプレイで練習し、実際の生活で実践できるよう

支援します。 

⼈間関係・社会性 ① 愛着行動の形成・情緒の安定 

支援者との一対一の関わりを大切にし、安心できる関係を築くことで、自己肯定感を育みます。例えば、子どもが困ったときにすぐに寄り添い、気持ちを受け止めることで、「この人は自分を理解してくれる」という信頼感を持てる

ようにします。感情をコントロールする力を育てるために、「怒ったときは深呼吸しよう」「落ち着きたいときはクールダウンスペースへ行こう」などの具体的な方法を伝えます。また、絵本やぬいぐるみを使い、「気持ちの伝え方」を

学ぶ機会を作ります。                                                                                                                               

②社会性の発達の促進・自己理解と行動調整 

子ども同士の関わりを増やし、順番を待つ、譲り合う、協力することを経験できるよう支援します。例えば、グループでの遊びや共同作業を取り入れ、「お友達と一緒にやると楽しいね」といったポジティブな体験を積ませます。子

ども自身が「得意なこと・苦手なこと」を理解し、自分の行動を調整できるよう支援します。例えば、「騒がしい場所が苦手だから、静かな場所で休もう」といった選択ができるよう、具体的なアプローチを伝えます。                                                                          

家族⽀援 保護者向けの面談や相談会を定期的に実施し、子どもの成長や支援の進捗を共有

します。育児の悩みや家庭での対応について、具体的なアドバイスを提供し、保護者

が安心して子どもと向き合えるようサポートします。 

移行支援 
子どもの発達状況や支援の必要性について、担任の先生と定期的に情報共有を行いま

す。連絡ノートや面談を活用し、学校での様子や学習・生活面での課題を共有し、支援方

法を統一します。 

地域⽀援・地域連携 複数の事業所と連携し、異なる施設の子どもたちと一緒に活動する機会を設けてい

きます。また、地域で開催されるお祭りイベントに参加し、地域社会とのつながりを感

じる機会を提供します。 

職員の質の向上 
社内研修・訓練の実施 

外部研修の受講 

主な⾏事等 季節行事（1月:初詣 2 月:節分会 3 月:ひな祭り会 4 月:お花見 7 月:七夕会 10 月:ハロウインパーティー 12 月:クリスマス会 ） 

避難訓練（地震、火事 月 1回）外出行事（遠足）買い物体験（マクドナルド、ピアゴ、駄菓子屋等） 合同活動（プール、BBQ等） 

 


